
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胃透視検査 

発泡剤（胃を膨らませる薬）とバリウム（造影剤）を飲み胃の中の粘膜を観
察する検査です。 
 

胃内視鏡検査（胃カメラ） 

口または鼻から胃の中に内視鏡を挿入し、胃の内部を観察する検査です。 

 

・検査当日は朝食が食べられません。 

・常用薬、アレルギーがある場合は医療機関にご相談ください。 

・胃のⅩ線検査では、バリウムで便秘になったり、腸内で詰まって腸閉塞を起

こすことがあります。また過去にこの検査で問題があった方、手術を受けて

1年以内の方、水分制限を受けている方はご相談ください。 

・胃内視鏡検査では、前処置として喉や鼻の麻酔を行います。 

・同日に精密検査（生検）を実施する場合、保険診療となり別途費用が生じま

す。 

 

・胃内視鏡検査（胃カメラ）を行います。検査で疑わしい部位が見つかれば、
生検（組織を採取し、悪性かどうか調べる検査）を行う場合もあります。 

胃がん検診 

原則として全大腸内視鏡検査を行います。 

下剤で大腸を空にした後に、肛門から内視鏡を挿入して大腸を撮影し、
がんやポリープなどがないか調べます。必要に応じて組織を採取し悪性
かどうか診断します。 
※大腸の奥まで観察することが困難な場合は他の検査方法で行います。 

肺のⅩ線検査  

胸全体を写すため、立位で大きく息を吸い込み、しばらく息を止めて撮影し
ます。  ※放射線による健康被害はほとんどありません。 
 

痰の検査 

痰に含まれる細胞や成分を測定してがん細胞の有無を調べます。 

50歳以上、喫煙指数(1日の本数×吸った年数)が600以上の人が対象で、
3日間起床時に痰を取り、専用の容器に入れて提出し検査します。 
※肺Ⅹ線撮影とセットのため単独での検査はできません。 

 

 

ＣＴ検査（コンピュータ断層撮影） 

X線を使って病変が疑われた部位の断面図を撮影し詳しく調べます。 
 

気管支鏡検査 

気管支鏡を口や鼻から気管支に挿入して、病変が疑われた部分を直接観察
します。必要に応じて組織を採取し、悪性かどうかを診断します。 

喫煙は命を落とす最大の危険因子です。 

例えば肺がんでは、男性で 5 倍、女性で 4 倍亡くなる可能性が高くなり、た
ばこを吸う本数、年数が多いほど肺がんになりやすいと研究結果が出ていま

す。また、フィルターを通さない“副流煙”の方が有害物質が多く、受動喫煙者

への影響も大きくなります。 

加熱式タバコも喫煙に含みます。 

 

内視鏡検査と大腸のX線検査の併用法 

大腸全体を内視鏡で観察することが困難な場合には、内視鏡が
届かない奥の大腸をX線検査で調べます。 

大腸の X線検査（注腸） 

下剤で大腸を空にした後に、肛門からバリウムを注入し、空気
で大腸を膨らませて大腸全体のX線写真を撮影する検査です。 

大腸がん検診 

便潜血検査 

大腸にがんができると便がこすれて目に見えない出血が起こります。 

また、出血は毎回起こるものではないため 2日分の便を検査します。 

採取した便は提出するまで冷蔵庫あるいは冷所に保存してください。 

必ず受けてください 
精密検査 

たばこと病気      節煙・禁煙にトライ！ 

肺がん検診 

 精密検査 

精密検査 

（保険診療となります） 

 

（保険診療となります） 

（保険診療となります） 

受付
（受診券の提出、問診票の記入）

問診
（気になる症状があれば報告してください）

治療 次回の検診等

がん検診受診

要精密検査 精密検査不要

精密検査受診

がん がん以外

予約
（必ず事前に予約してください）

要精密検査 精密検査不要 



 


